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論文内容要旨

 うつ病に対するロールシャッハテストの試みはやテストの翻案看たるRorsch&Ghをはじ

 め(}ui算αhαm,Beck}V&rve1,KIo夢fer,駅a夢apor亀等によロってなされてお吻}本

 部では中江,広沢の砺究がある。著者は所謂内因性うつ病にロールシャッハテストを施行し,従

 来のりつ輝を対象とした諸研究と比較考察をかこ支い,病前性格,病像との関連についても検討
 をかこなった。従来のうつ病のテスト上の特性を要約すれぱ,反応数の減少,反応暗闇の遅延,

 運動反応及ぴ色彩反応の減少,全体反応の減少,F+%の腐率化,A%の上昇}体験型の共貧化

 カードの拒否友どである。

 検査対象及び方法

 被験例は東北大学神経精糖科外来及ぴ入院患者を主とした40例で,男18名,女22名で磨る。

 年令・は唯8才よわ65才にわたっている。患者の病状変化を追求する目的で,40例中25例に病.

 相期(治療髄)と治療後の時期の2回の検査を行っている。治療後のデータ弼病相が完全に寛

 解した時に検査することを可及的凌立前とした1が,病状1の軽懐をみると虜ら治療を中断する患巻

 が多レ・ので,全症状が消極し,社会復帰が可能なまで軽映した時期にテストを行ったものもある。

 対象例の知能は全て正常変異域にあり,2回目のテストは治療の影響が除外できる状態で行って

 ・いる。使摺図版は東1京四一ルシヤツハ研究会監修の標準導一ルシヤツハ図版を罵レ㍉傳た資料は

 片口法によわ分類整理した。

 結果及び考察

 全症例の痛相期に沿ける検査結果はり反応数は一般に少ない。2)反応時間の遅延。5)

 掘否が生じ易い。4)W%の一般的低下。5)D皿%の上昇。6)運動反応の減少b7)R+%

 は必ずしも高ぐない。全ぐ低レ、のもある08)F%は一般に高い09)色彩反応が増大する例も

 ある。鴇)必ずしもA%の上昇をみ支い等である。反応内容に〈絵〉く写真〉く影絵〉次どと

 いう表現が多いのも特徴的である。治療後の所見は相対的に,備)反応数の増加(減少するのも

 ある。)2)反応時間の短縮。5)拒香の減少。4)W%は更に低下。5)D皿%の減少。6)

 運動反応は増加するとは限らない07)R十%:低いものは上昇する08)2Gは適切友値にな
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 お。(増減)9)A%はあ軸変らたい等で励,改善がみられる。ところで従来の諸研究は

 楓b脈aτ次方法による解釈にとかく重点を置き,一般的な諸傾陶の諮藤を許すにしても,個

 個の症例の特徴を消去してしまい病警の心的力動性に隠する洞察に乏しいものと考えられるo

 Kreも80h壁erは2;ykloid気質と躁うつ病との親近性を説いたカ㍉下田はZy虻10id気質

 と瞭うつ病との直接的関係に疑義を懐き,うつ療の糖膚疫癘前気質は執着性気質であるとし・躁

 うつ病との関係は感情の持続的緊張の傾向ということで説萌する。我壱の症例の全例に沿いても

 多かれ少次かれ執着性気質を見出すことが出来るが,治療後のデータはうつ病妻の施y職op-

 a㌻溢i8cねeKo箕stiもu七io強を反狭していることが知られる。病前性格(気質)から症例

 を大別すると,対蹠的に顕著友特徴を示すものとして,次の2つの類型に分けられる。類型1:

 執着前傾肉とZykまoiα気質が同時に見られる型,類型鼠:執着性と無力,抑うつ的で分裂気質

 酌な性格の共存する型でおる。類型1のZykloid気質に潔Cは親和性があ砺特に病蔚陽気

 の極にある者と,必らずしも陽気の極にたくても,気分の安定塵を欠き感傭反応にむらのある人

 にΣOとの親瀬性が著るしいようである。かXる類型では病相期の方が,寛解蒔よりも忍Cは大

 であ嬬2cに伴い2cも増加の傾向がある。又色彩に敏感である。揮うつ状態にかいて弼多

 くの場合反応数が正常域にあ防外拡的体験型を示す◎類型置に観する者に,人格の萎縮絞切

 型化を示す結果をみるのが多い。勿論β一ルシヤツハ反応は,掬うつ病線の程度に網応の影響を

 2類型共にあらわしている。一般的には,不安が強い症例にはDWとDOの出現,R+%の低下

 をみるようである。うつ病という心的機能の解体によって示される精神病理学的1事実は・我々が

 その中にあって感情生活を展開する共同批界の崩壊によ駕Vi胎1な感情の世界の出現をみる

 ことを齢しえる。基本的次SOG識8の関係が崩れ,うつ病固有の霞己世界関聯性が開示される。

 我々はロールシャッハ法によむ病的活動の特異的構造を追求し,うつ病に固有な世界形象(M一

 ～ぬ猛owsk哉)を見出すことが爵的であるが,こトでは何かというよむも如何にということ力三問

 題となるのでありく形の株界>の構造は一つの全体的構造をもつて現象するのである。うつ病者

 の反応鳩1)<'尋と似ているがよく分らない><・・の率う友感じた>等の奮いまわし噛自信
 がた協ための卑下的な表現だけでなく♪変った見慣れぬことを表示している02)く一みたい.

 絵><影絵>く…を写真にとったもの〉等の反応内容一ブβツト全体を隣聯づける傾向(多そ
 は全体反応)5)反応内容のS笹r⑳簿好4)反応拒否(失敗)等は痛老の世界に設ける感

 情的意味の投影と考えられる。平板化,貧園化した世界形象を表示する表現から薄着の知覚はよ

 め安定化し,単調化するものとも抽象されるが,竃ろく生成に内在するZei毛gesc互eheη>

 (v.α8bε改ちちel)の醐のerieb宅e臼Sy恥oo工i1仁(Kユoo8)として解すべきと考える。

 .病者の損われた暗闘齢未来～り飛翫喪失レ過去耀しひしがれ・餓されたく形の堺〉
 として我々に網握されるのであるが,結局了解不能でく分裂病よめも自閉的友>くK;&ロz)願
 初的不安の幻影の徴界につき当るのである。

 一“8一
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 審査結果の要旨

 著春は内轡惟うつ病40例を対象として,・一ルシヤハ・テストを施行し,従来の諸研究と比.
 較考察を行うと共に,夢茜歳fの1性格傾向や病{象との関連を追求した。

 病根期に赴けるロールシヤハ反応の結果をみると,反応数の減少,反応時間の遅延,全体反応

 の減少,運動反応の減少,Ddの増簾,反応拒否〔失敗)などが多い。形態水準は必ずしも篤く

 はなく,かえって全く低いものもある。体験型は莫寅型または外拡型を示すQ(・…らしい).・

 〔'…と似ているが」二くわからない)などの言いまわし,(・絵),(墨絵),(写真)などの反

 応内容等で示される。・一ノレシヤハ反応の特徴から,著者は,うつ病を対蜘勺表二つの類型に分

 けることが雌来るとしているQすなわち

 類型1:人格の萎縮,紋切型化をあらわし,従来うつ病の・一ルシヤハ反応に赴いて典型的な

 もの・と考えられているもの。

 類型焦反応熱色彩反応が多く・比纐勺内容の変化に富むもの(臓專勺体験型)

 以上の結果を通じ・q一ルシヤハ反応には綱体そのものの演ずる役謝が如爽て現われているこ

 と,病者に固有な世界に対する構えが反映されていることを論じている◎

 よって本論文は学位を授与するに値するものと認める。

 一廻9一

 環
・

難
一

馨
嚢

 i
毒

轟

 、
蕩

騨
 難
ご

■
『

■鍵
罫
奏
雛
欝
欝
嚢
騨
藤
馨
 
欝
齢
 .欝
総

 譜
,
藩

欝
 無
難
、
.

齢

 遷
・

講
嚢

鰭

麟
継
緋 雛、』
黙

懸


